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大分県 国東市

【基本情報 令和2年9月現在】

●人口：２７，２４０人

65歳以上人口 11,551人(42.4％)
85歳以上人口 2,840人(10.4％)

●面積：３１８.１０㎢
※端から端まで車で 1時間程度

●地域づくり活動 基準エリア(市内１６エリア)
※国東市総合計画に基づき、基準エリアは地区公民館(旧小学校圏域) 1

【基準16エリア】



くにさき地域応援協議会”寄ろう会“ 準備期間：平成28年3月7日～平成29年11月24日
本格運用：平成30年3月1日～

サポーター行政機関
進行役 S  C

地域協議会

各種団体機関 行政機関

進行役

S C

その他

地域協議会

国東市は27,240人、65歳以口11,551人

(42.4%）“超高齢社会”。85歳以上も2,840人

(10.4%)で約10人に1人が85歳以上。支援が

必要な方は増える一方で、公的な支援は減少

していく事が予測され、国東市では専門機関

の支援だけではなく住民同士の支え合い活動

(自分たちにできる介護予防や生活支援)が平

成29年度より本格的にスタート。市内の各

地域で全戸アンケート調査をするなどして、

地域の方々の要望を洗い出すことから支え合

い活動は始まりました。その結果、各地区で

今できるところから支援の形(居場所づくり

やちょい加勢支援)を実現化させていってお

ります。高齢化、人口減少がとどまらない中、

各地区で問題や課題も多くありますが、支援

の形を広げていくべく、それぞれが模索、努

力しております。また、その活動自体が地域

の方々のやりがいや生きがいともなってきて

います。当初高齢者支援を主目的とした活動

として始まりましたが、その土台ともなる地

域活性に関しても関わり、活動を広げていっ

ています。地域の子供から高齢者まで、皆が

笑顔で国東市での暮らしを楽しめるよう、ま

た楽しみながらこれからも活動して参ります。

くにさき地域応援協議会“寄ろう会”は上

記地域づくりを実践されている地域や団体、

行政機関など一堂に会し、国東市全域で地域

づくりを応援する会になります。

規模を縮小して開催中(年4回程度)
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国東市支え合い活動 きっかけ “平成27年度 介護保険法改正

平成28年より、支え合い活動アプローチ
（自分たちにできる介護予防・生活支援）

「要支援者」が利用している
「訪問介護（ホームヘルプ
サービス）」「通所介護（デイ
サービス）」について、平成29
年度末までに市町村が実施
主体となる「新しい介護予防・
日常生活支援総合事業」に
移行。地域支援事業拡充。
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“国東市 地域支援サポーター”
試験期間：令和2年9月1日～令和3年3月31日
本格運用：令和3年4月1日～

少子高齢が急速に進む国東市

において、今後ますます隣近所を

はじめ地域での支え合い活動が大

切となってきます。現在社協職員

６名生活支援コーディネーターと

して、地域における支え合い活動

など生活支援体制の構築に向け活

動しております。地域のみなさん

のご尽力で市内各地域へ取り組み

が拡大する一方で、生活支援コー

ディネーターだけの一定方向の視

野(福祉分野のみ)では、多様性の

ある地域へ十分な後方支援が難し

い状況でもあります。

そこで令和３年９月から試験的

に、これまで地域おこし協力隊員

の方や積極的に地域づくりに支援

いただいた方を中心に『地域支援

サポーター(準サポーター含)』と

して社協より委嘱・登録させてい

ただきました。委嘱・登録いただ

いたサポーターはみなさん移住さ

れた方々で、様々な職歴や客観的

な外からの広い視点を持ちつつ、

国東に魅了され定住を決め、この

地域に貢献したいという強い思い

をお持ちです。

【氏名】越名さん

【職業・経歴】
デザイン事務所経営
(元地域おこし協力隊)

【メッセージ】
現在、コロナウイ

ルス感染拡大の状況下
で地域の支え合いの取
組み（カフェ、食事
会）が休止しています。
このような状況だから
こそできる取組み（ミ
ニお助け隊等）をもう
少し工夫して地域の活
性化につなげていきた
いと思います。

【氏名】熊田さん
と娘さん

【職業・経歴】
専業主婦をしながら
怪談師やイベント企画等
参加(元広告代理店勤務)

【メッセージ】
国東の魅力(伝統や文

化-モノ-人)を日本中そ
して世界中に発信して
いきたいです。３歳の
娘の子育てをしながら
活動させていただきた
いと思います。賑やか
になってしまうことも
あるかもしれませんが
…娘共々どうぞ宜しく
お願い致します。お気
軽にお声掛けいただけ
ましたら嬉しいです。

今田さん 原さん 浅野さん

【氏名】武井さん

【職業・経歴】
体験型民宿経営

(商社勤務など)

【メッセージ】
国東市の課題は人口増
の推進です。そのため
にも暮らしを楽しめる
地域にすることが発信
力を持ちます。国東は
豊かな自然と人のつな
がりが残っている希少
な地域であり最大の資
源です。その資源を生
かす地域づくりを皆さ
んと共に考えていきた
いです。

●地域支援サポーター連絡会(月１回開催)

行政各課

生活支援コーディネーター

サポーター

月１回の「生活支援サポーター連絡会」で、
行政各関係課の職員(課長含)も同席いただき、地
域活性化に向けた提案を行います。WEBサイト
制作(案)についてもこの連絡会からスタートしま
した。サポーターの皆さん提案は毎回とても斬
新で具体性のある内容となっています。 4

令和３年度版



“国東市 地域支援サポーター”
令和４年度版
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公開までの流れ(制作まで)

コロナ流行 (R2.1～)

地域活動一部自粛 (R2.3～現在)

コロナ禍で、カフェや食事会も思う
様にできない。こうしてスタッフで集
まるのは久しぶりやな～

他の地域の取り組み状況等教え
てくれると助かるなあ～。

不安も大きいが、このまま自粛
を続けても大丈夫なのかな？

寄ろう会 運営委員会 (R2.12.1) 地域支援サポーター連絡会 (R2.10.23)

地域支援サポーター 委嘱 (R2.9.1)

コロナ禍の地域の現状から、WEB上で情報

収集や発信ができる『ホームページ制作』を
提案します。制作補助等はありますか？

コロナ禍でも、今できる活動はあ
るかなあ。何かいいアイデアを教
えてもらいたい。

県にコロナ対策の補助
金があったきがする。

地域活性に向けて、頑張ります。まずは地
域課題を拾い上げていきます。

大分県東部振興局 相談 (R2.10.29)

大分県新型コロナウイルス感染症対応緊急
支援事業費補助金が活用できそうです。但
し、HP制作補助有無について“制作後の更
新方法”が申請のポイント。

寄ろう会のみなさんで一緒にホームページ
を作りましょう！若年層も参加してもらえるよ
うにインスタグラムで情報発信しよう。

「国東つながる暮らし」
というタイトルにしよう。

第１次 スマホ教室 (R3.2.8～3.3)

おお、インスタグラム投稿できた！。
一度じゃ覚えきらんな～。

これから毎月地域でスマ
ホ教室を実施していこう。

国東つながる暮らし 公開 (R3.4.1)ホームページ制作 (R3.12.1～3.17)

各会のロゴも地域のみん
なで考えました！。

WEBサイトの期待効果をまとめてます。
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① ② ③

④⑤⑥

⑦ ⑧ ⑨

期待効果.doc


制作後の展望と課題

③スマホ教室開催(継続性 と 若年層参加)

●全国へ周知啓発
ポスターセッション

●国東市内へ周知啓発
100部 掲示

●スマホ塾 開催
お互いで教え合う様子

②WEBサイトの周知啓発の促進①制作後の予算(行政支援)

●国東市役所 活力創生課
福田主幹

国東市役所では、令
和３年度に新たに『国
東市デジタル化推進
支援補助事業』を創設、
スマホ教室やタブレット
整備、オンラインショッ
プ開設等に役立ててほ
しい。

『全国4位』の投票をい

ただきました。ありがと
うございます。

越名さん
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④各地域協議会の介入や協働

●国東市役所 活力創生課
福田主幹

『国東つながる暮らし』
でこれまで停滞していた
地域や介入が難しかっ
た地域にも入るきっかけ
となった。

実際に新たな団体も活
動するようなり、今後も
一緒に活動できればと思
う。

●若年層 講師参加

●新規地区開催の様子① ●新規地区開催の様子②

●全戸アンケート調査（R4：1地域協議会）



⑥体験イベントラリー開催(若年層の参加)

⑧市役所内の連携
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●古代米作り(出張カフェ) ●空き家調査(中学生) ●コミュニティバスの活用

●国東市役所 高齢者支援課
溝部係長

⑦オンラインショップ開設(R4.4～)

●国東市地域おこし協力隊
浅野さん

コロナ禍で住民主体の居場所づく
りも自粛している。

『国東つながる暮らし』を活用して
地域の連携や高齢者向けスマホ
教室に発展した。

なお、市役所内の地域づくり関
係課とも具体的に協議・連携し、
地域共生社会を目指していきた
い。

⑤環境整備（各拠点のWi-Fiスポット化、タブレットの整備）

●行政へ相談中(拠点Wi-Fi)
※ 設置済 (5/16 箇所) ●モバイルWi-Fi導入(代替策)

●タブレット整備(9/16)
※オフライン

制作後の展望と課題

オンラインショップ開設に向
け、地域おこし協力隊として、
受注管理や商品発送等でき
ることを協力していきたい。ま
た、それぞれの地域の商品
についても国東らしさを地域
のみなさんと一緒に考えたい
と思う。
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「国東つながる暮らし」 制作経緯

武井 啓江
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2017 熊毛地区 全戸ニーズ調査 要望 第一位 気軽に立ち寄れる場所作り
第二位 生活支援（食事提供、草刈り）

2018 くまげ支えあいの会「大輪」 発足
週2回のカフェ、月2回の食事会
健康づくり教室（体操など） 開始

●ホームページ制作提案 → 資金がない

2020 ●1月及び2月 日曜カフェ開催 地域の子供たちによる出店 100名を超える来場
効果：保護者がカフェスタッフとして参加

●薬草茶の商品化 提案
・地域における大輪の存在、活動の認知度の低迷
・ウイークデーのカフェ利用者の低迷、固定化
・役員・スタッフ間の情報共有が難しい
・後継者が増えない
・自主財源の確保の問題
・スタッフのモチベーションの低下
・他の支え合いの会との情報共有手段がない
・迅速な対応ができない

3月よりコロナによりカフェ、食事会の活動休止
ちょい加勢（生活支援）のみ継続

4月 薬草採取

5月より見守り宅配弁当活動 開始
効果：食事会では30名ほどの利用者が宅配では100名に

・カフェの利用者の低迷、固定化
・地域における大輪の存在、活動の認知度の低迷
・後継者が増えない

3月 ちょい加勢（生活支援）開始

活 動 課 題

2020 9月 社協より「地域支援サポーター」委嘱
国見担当として 「くまげ支えあいの会大輪」「竹田津くらしのサポートセンターかもめ」担当
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2021 4月 ●「国東つながる暮らし」完成
スマホ教室 開始

6月～●古代米作りイベント開始

2022 4月 ●「国東つながる暮らし」ショップページ完成
薬草茶・古代米の販売開始

自主財源へ

まだ支え合いの会がない地域でもスマホ教室を開催
関係性ができたことにより支え合いの会へ発展

2023 4月 スマホ教室継続に向け補助金探し

2020 10月 ●市役所での地域支援サポーター連絡会議において共通ホームページ制作 提案

10月 買物支援活動 開始
薬草茶 道の駅での販売開始

自主財源へ

狙い ・会内外の情報共有、情報発信
・モチベーションの維持（SNSの活用、イベント・商品への反応）
・自主財源の確保（イベント化、商品化及び販売）
・国東市のアピール → 移住促進
・スタッフ（高齢者予備軍）にインターネット、スマホに親しんでもらう → 将来的なネット活用

・支え合い組織に依頼しない、馴染まない高齢者の存在
・移動困難者の増加
・買い物困難者の増加
・地域だけで支えるにはマンパワー的に限界が近い
・最も望まれた「気軽に立ち寄れる場所」がない

狙い・効果 ・多世代交流
・若年層への活動の宣伝、周知 → 後継者作り
・出張カフェとして新規利用者開拓
・自主財源確保（イベント化することによる参加費収入、カフェ同時開催収入、
生産物の販売による収入）

活 動 課 題

●ネットシステムの構築を提案
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多世代交流の場 （スマホ教室、各種イベント）
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「国東つながる暮らし共通WEBサイト」
ご紹介
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トップページ
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各協議会 ページ
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各協議会 紹介ページ
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各協議会 インスタグラム
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イベント・体験ツアー
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移住者ブログ



ご静聴ありがとうございました。

私たちの活動はまだまだ現在進行中です。これからも地域のみ
なさんと一緒に挑戦していきます。

誰でもどこでも気軽にはじまる『介護予防・生活支援』を目指し
て！ぜひ一緒に頑張りましょう。

いいとこ 国東市！


